
仕  様  書 

 

１ 業務名 埋蔵文化財センター建築設備定期検査報告 

 

２ 履行期間 契約日から令和８年３月１９日 

 

３ 業務内容 

  本業務の受注者は、岡山市が所有及び管理する公共建築物の定期点検対象施設につい

て、建築基準法第 12 条第 4 項に基づき、建築設備の損傷、腐食その他の劣化の状況等を

点検し、報告書を作成の上、発注者に内容を説明する。特に、人身事故のおそれ等、人命

に関わる不具合については、点検後すみやかにその状況や危険性を発注者に報告し説明

する。 

  なお、点検の実施方法等の詳細については、特記仕様書のとおりとする。 

 

４ 業務の対象  

  対象建物は、次の建物とする。 

  建物名称  岡山市埋蔵文化財センター  

  建物構造  鉄筋コンクリート 3 階建て 

  延床面積  1,895.79 ㎡ 

 

５ 点検者の資格 

  本業務において、点検及び点検票の記入は、建築基準法第 12 条第 4 項に規定する定期

点検有資格者とする。ただし、平成 28 年国土交通省告示第 483 号の第 4 に定める要件に

より資格を得た者を除く。 

 

６ 点検作業における注意事項 

（１） 現地での点検にあたっては、当該施設の管理を担当する者（以下「施設管理者」と

いう）の立会い協力が必要であるため、実施日時等について、施設管理者と事前に

十分調整を行うこと。 

（２） 点検にあたっては、法令を遵守すること。 

（３） 施設関係者や利用者、構造物、備品等に傷害・損傷等を与えないよう十分留意し、

必要に応じて適切な対策を行った上で点検を実施すること。また、受注者の責に帰

する理由により、万一傷害・損傷を与えたときは、受注者の負担と責任において対

応すること。 

（４） 現地での点検にあたっては腕章等を着用する等、身分が明確になるようにすること。 



（５） 点検に際し、操作や作動を要するものは、内容や手順を施設管理者と打ち合わせの

上、事故の起こらないよう十分注意すること。 

（６） 緊急もしくはおおむね一年以内に補修・改善等の対応が必要と判断するもので人身

事故等のおそれのある安全面に関する不具合については、点検後すみやかに施設管

理者に連絡するとともに、発注者に報告すること。 

 

７ 資料の貸与 

本業務の遂行上必要な資料の内、市が保有するものを受注者に貸与することができる

こととする。また、受注者は貸与を受けた資料の保管、取り扱い等に十分注意し、本業務

完了後は速やかに返却すること。 

 

８ 提出書類等 

  受注者は、業務受注後すみやかに「業務責任者届」及び「業務工程表」を提出し、発注

者の承諾を受けること。 

 

９ 成果品 

（１） 業務完了時に成果品として提出する図書（様式）及びその整理方法・部数等は、特

記仕様書の通りとする。 

（２） 受注者は、成果品を発注者へ引き渡す際、内容について説明を行うこと。 

 

10 参考図書 

  定期点検において参考となる図書を以下に示す。なお、参照する際は、最新版を使用の

こと。 

・特定建築物等定期調査業務基準 （一財）日本建築防災協会 編集・発行 

・国の機関の建築物の点検・確認ガイドライン 

国土交通省大臣官房官庁営繕部計画課保全指導室 監修｜（一財）日本建築防災協会 編集・発行 

・建築設備定期検査業務基準書 

国土交通省住宅局建築指導課 監修｜（一財）日本建築設備・昇降機センター 発行 

 

 


